




 

 この研究班の目的は川崎病の患児でもっとも問題となる心血管後遺症の病態および長期

予後の解明と,治療・管理の指針を作ることにある。初年度の計画として,1)川崎病心血管

後遺症の病態に関する研究,2)川崎病における血栓の病態,診断,治療に関する研究,3)川崎

病心血管後遺症の病理学的研究，4)外科的治療に関する研究,をあげた。このほか川崎病の

治療,管理が実際にどのように行われているかを日本の主な 386 施設,および米国の 220 施

設にアンケートを送り調査した。また前研究班(班長:川崎富作)の心血管後遺症小委員会

(委員長:加藤裕久)が作成した「川崎病心血管後遺症の治療,管理の手引き」の英文版を作

成,出版した(Acta Paediatr Jpn 29:109-114,1987)。 


